
                     

 

 

             

 

なかよし旬間 『全校の人たちとなかよくあそぼう！』 
１０月２８日から１１月７日までなかよし旬間（人権教育旬間）でした。中川西小学校の子ども

たちが人権感覚を高め、よりよい関係づくりができるよう「自分や友だちを大切にし、なかよしの

輪を広げよう」をねらいとし、学年で、全校で様々な取り組みをしました。児童会で決めた今年の

なかよし旬間の目標は『全校の人たちとなかよくあそぼう！』でした。 

具体的な取り組みは、学級で話し合って旬間の目標を立て日々の授業や生活に臨んだり、うれし

かったことやありがとうの気持ちを「なかよし郵便」や「なかよしの木」で伝え合ったりしました。

生活の中で友だちにかける言葉を見直し、普段思っていてもなかなか伝えられない感謝の気持ちを

伝えられるよい機会になりました。また、なかよし委員会が中心となり『なかよし遊び』で全校鬼

ごっこを楽しんたり、たてわり清掃で学年を越えて協力して清掃をしたりしました。さらに５月に

続き「なかよしアンケート」を実施して、嫌だったことや困っていること、担任に伝えたいことを

書いてもらい、担任が個々に聴き取りをして今後の生活に生かしていく機会をもちました。 

【なかよし旬間の掲示物から】 

   

１０月３１日の校長講話では、学校長より戦後８０年の節目として二子玉川小との交流を振り返

り「なかよし」を考えるお話がありました。長く続いている中川西小と世田谷区二子玉川小との交

流ですが、なぜ交流が始まったか、なぜこんなに長く交流が続いているのかを全校で考えました。  

中川人形クラブの発表などで目にしていた人形が、戦争中に二子玉川の子どもたちが疎開で中川村

にお世話になった「いのちを守ってくれたお礼」としていただいたことを初めて聞いた子どもたち 

 

は、人形にそんな背景があったことに、とても驚いた様子で

した。中川人形のことや長く続く交流のことを、いずれ大人

になったとき出会った人に話せるとよいですね。 

最後に、「交流が長く続いたように、お友だち同士が仲良

くすることが平和につながる」ということを全員で確かめ、

なかよし旬間の自分の目標を振り返りました。なかよし旬

間は終了しましたが、中川西小ではこれからもなかよしに 

                 ついて考え、人権意識を高める取り組みをしていきます。 
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〇ノートを寄贈していただきました 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇１２月３日（水）～９日（火）まで保護者懇談会です 

１２月３日から９日まで保護者懇談会です。限られた時間ではありますが、懇談を通してお子さ

んの理解を深めると共に、今後の指導に役立てて参りたいと思います。お忙しい中とは存じますが、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

★１２月の予定     

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（月）お弁当の日②  

３日（水）～９日（火）保護者懇談会 

    ４時間授業 １３：５５下校 

１０日（水）地区児童会・集団下校 

１７日（水）～25 日（木）期末清掃 

２５日（木）２学期終業式 ４時間授業 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

１月 8 日（木）３学期始業式 

４時間授業 

雪かき協力のお願いと大雪時の登下校について 
 

〇降雪が心配される季節が近づいてきました。降雪のあった際には通学路やご自宅

の前等、無理のない範囲で雪かきのご協力をお願いします。雪かきの際は、事故

やけがのないようお気をつけください。 

 

〇大雪等で登校が困難であったり危険が予想されたりする場合は、ご家庭の判断で

送迎や登校時刻を遅らせるなどの対応をしていただいてかまいません。登校が遅

くなる場合はすぐーるでお知らせください。 

 

〇児童だけでの下校が危険だと判断した場合には、お迎え等「すぐーる」で対応を

お知らせします。学校からの「すぐーる」配信にご配慮いただき、帰宅方法のア

ンケートがある場合は回答いただきますようお願いいたします。児童クラブ利用

児童は、様子を見て職員が引率し児童クラブへ行きます。 

 

※「引き渡しが必要」と判断した場合は、すぐーるで「引き渡し」とお知らせしま

す。「引き渡し」の場合、児童は体育館で待機し、保護者を確認して引き渡しま

す。児童クラブの児童も学校での引き渡しになります。その他のお迎えの場合、

児童は玄関で待機していますので、玄関まで迎えにきてください。 

 

 

 

セイコーエプソン（株）様より、使用済みの紙を原料

とし、水を使用せずに新たな紙を生産する独自の技術で

作成した「環境教育ノート」を、一人一冊寄贈していた

だきました。すでに持ち帰っている児童が多いかと思い

ますので、ご活用ください。ノートを通して、企業の環

境活動、環境技術企業の取り組みを知ることができまし

た。ありがとうございました。 

 

 

 

 

風邪・インフルエンザ等 

感染症予防に 

ご協力お願いします 


